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１．活動の概要

２．具体的な活動の例

近年、社会基盤整備の計画においては、市民参画

型の計画プロセスの設計や実施支援のニーズが顕在

化しつつあり、制度的な改革も必要な状況になって

きています。都市政策研究室では、PI（パブリッ

ク・インボルブメント）を取り入れた計画プロセス

の設計とマネジメントおよび PI の実施支援を柱と

して、社会の幅広い分野における政策の戦略検討を

支援するコンサルティングを展開しています。

（１）計画プロセスの設計とマネジメント

社会基盤整備の計画において、PI を取り入れた

計画プロセスを設計し、マネジメントしています。

計画プロセスについては、PI を取り入れて、効率

的な計画策定が進められるような段階的なプロセス

を設計しています。プロセスのマネジメントにおい

ては、プロセスを明示して共有化することで、円滑

な議論ができるようなハンドリングに努めています。

また、プロセスの円滑な進行のための体制構築を提

案しています。これらのノウハウは、幅広い事業分

野での適用が可能で、これまでに幹線道路、高速道

路、河川整備、空港整備や橋梁の架け替えなど、多

様な展開を行っています。また個別事業だけでなく、

都市圏のマスタープランやビジョン策定における

PI 計画も手がけていく予定です。

（２）多種多様なPI 手法の企画と実施支援

PI を取り入れた計画プロセスにおいては、特に

「対話型コミュニケーション」の手法を重視して、

計画の背景や状況に応じ、適切な PI 手法の選定・

適用と実施を支援しています。具体的には、市民と

行政の意見交換の場におけるファシリテーションの

導入、市民が気軽に行政スタッフと対話の機会を得

ることのできるオープンハウス、課題の掘り起こし

や目的の共有化のためのワークショップなどを企画、

実施支援しています。また、集められた意見の計画

への反映の仕方やノウハウも提供しています。

（３）PI の制度化支援

国レベルでは、PI の制度化に向けて、各種ガイド

ラインの策定が進みつつあります。また、近年では

市民との協働型政策づくりを方針として掲げる地方

自治体が多くなってきています。こうした PI のガ

イドラインや指針の策定も支援しています。

（４）実務者のPI 技術向上ための支援

国土交通大学校のレギュラーコースをはじめとし

て、行政担当者やそれを支援する民間の技術者等を

対象に、コミュニケーション技術や PI 計画の策定

の仕方などの理解を深めるためのトレーニングコー

スを数多く開催しています。トレーニングを受講し

た行政担当者はその経験を活用し、市民との円滑な

コミュニケーションを実現しています。

（５）紛争解決手法の調査・研究

社会基盤整備においては、紛争予防のための PI

導入の他、紛争が起きたときの解決手法も司法制度

改革の一環で着目されつつあります。そこで、米国

で発展しているADR（メディエーション等の裁判

外の合意形成手法）の調査・研究に取り組んでいま

す。
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